


共有している
将来像

４つの柱

「ビエンチャン・
ビジョン２．０」

取組

※「ビエンチャン・ビジョン２．０」：日本のＡＳＥＡＮへの防衛協力の方向性に関する全体像を示したもの。
２０１６年に発表され、２０１９年にアップデートされた。
（https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/pdf/vv2_jp.pdf）

「ジャスミン」とは何か

• 「ジャスミン」は日ASEAN防衛協力
のための新たなイニシアティヴ

• 「ビエンチャン・ビジョン２．０（※）」
の精神に則り、日本がＡＳＥＡＮと
共有しているインド太平洋地域の
将来像を実現すべく、共に進めたい
具体的な防衛協力の内容を
４つの柱の下で示したもの

https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/pdf/vv2_jp.pdf


※１ 「日本ASEAN友好協力に関する共同ビジョン・ステートメント」
※２ FOIP：「自由で開かれたインド太平洋」 （https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page25_001766.html ）
※３ AOIP：「インド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック」
（https://asean.org/asean2020/wp-content/uploads/2021/01/ASEAN-Outlook-on-the-Indo-Pacific_FINAL_22062019.pdf ）

共有している将来像

• 日本とＡＳＥＡＮは
「自由で開かれたルールに基づく
インド太平洋地域を促進するとの
共通の考え（※１）」を確認

• 日本の「ＦＯＩＰ（※２）」及び
ＡＳＥＡＮが掲げる「ＡＯＩＰ（※３）」は、
地域の平和、安定及び繁栄
を促進する上で本質的な原則を共有

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page25_001766.html
https://asean.org/asean2020/wp-content/uploads/2021/01/ASEAN-Outlook-on-the-Indo-Pacific_FINAL_22062019.pdf


４つの柱

(4) ＡＳＥＡＮ・日本・太平洋
島嶼国の連携の支持

(2) 日ＡＳＥＡＮ防衛協力の

継続と拡充

- 国境を超える課題への対応
-新たに生じている課題への対応

(3) 日ＡＳＥＡＮ防衛関係者
の更なる友情と機会の
追求

- 人的基盤の強化
- WPSアジェンダの促進

(1)日ＡＳＥＡＮで力や威圧
によるいかなる一方的な
現状変更も許容しない
安全保障環境の創出

- 法の支配の貫徹
- 海と空の安全保障の強化



日ＡＳＥＡＮで力や威圧によるいかなる一方的な
現状変更も許容しない安全保障環境の創出

I

•宇宙領域における法の支配と安全保障に関するセミナー開催【新】

•空の状況把握に関するセミナー開催【新】

• ＯＳＡと防衛装備移転・能力構築支援等との相乗効果の追求【新】

• 「日ASEAN乗艦協力プログラム」等

※ 複数の柱に該当する取組も一部あり

フィリピンへの警戒管制レーダーの移転
（2023年10月に１基目を納入）

＜海と空の安全保障の強化＞

◆ インド太平洋地域の安全で安定した海と空のため、
信頼醸成措置の発展や日本とＡＳＥＡＮの安全保障
能力の向上に引き続き取り組む。

＜法の支配の貫徹＞

◆ 法の支配の重要性を再確認し、実践者となる。

◆ ルール・メイキングに関する協力を進め、宇宙
やサイバーを含む様々な領域における法の支
配を更に強固なものとしていく。

具体的な取組

⚫ 開かれ、安定した海や空を通じて、繁栄を確かなものとするために、

日本とＡＳＥＡＮの実践的な防衛協力を進展

⚫ 具体的には、「法の支配の貫徹」と「海と空の安全保障の強化」を追求

日ASEAN乗艦協力プログラム
（2023年8月）



日ＡＳＥＡＮ防衛協力の継続と拡充II

※ 複数の柱に該当する取組も一部あり

• 「日ＡＳＥＡＮ環境安全保障セミナー」

• 「日ＡＳＥＡＮ防衛当局サイバーセキュリティ能力構築支援」等

日ASEAN防衛当局サイバー
セキュリティ能力構築支援
（2023年11月）

日ＡＳＥＡＮ環境安全保障セミナー

（2023年3月）

具体的な取組

<継続>

◆日本とASEANが伝統的に取り組んできた国境を
超える課題への対応における防衛協力を「継続」

…海面上昇や自然災害を更に深刻化させている気候変動

…この地域にとって依然として深刻な脅威であるテロ

<拡充>

◆新たに生じている課題への対応における
防衛協力を「拡充」

…宇宙やサイバーといった領域

…ＡＩ等の先端技術



※ 複数の柱に該当する取組も一部あり

日ＡＳＥＡＮ防衛関係者の更なる友情と機会の追求III

• ＡＳＥＡＮ向けのＷＰＳに関する新たな能力構築支援事業【新】

• ＰＫＯやＨＡ／ＤＲ等、既存の能力構築支援事業でＷＰＳセミナーを実施

• ＡＳＥＡＮ諸国で開催されるＷＰＳ関連の訓練やイベントへの積極的な参加

•防衛大学校、防衛研究所、自衛隊幹部学校等への留学生受け入れ等

WPSセミナー 留学生の受け入れ

具体的な取組

＜友情＞

◆相互の交流を促進させ、人的基盤の強化を
図り、日ＡＳＥＡＮの協力関係を更に深化

＜機会＞

◆全ての人が、生存するのみならず、繁栄し、
尊厳をもって生きることができる機会を創出

◆日ＡＳＥＡＮ防衛協力の中で「女性・平和・
安全保障（Women, Peace and 
Security: ＷＰＳ）」アジェンダを更に促進



ＡＳＥＡＮ・日本・太平洋島嶼国の連携の支持IV

※ 複数の柱に該当する取組も一部あり

• 「日ＡＳＥＡＮ乗艦協力プログラム」と
「日太平洋島嶼国及び東ティモール乗艦協力プログラム」
の同時開催等

日ASEAN乗艦協力プログラム
（2023年8月）

具体的な取組

日太平洋島嶼国及び東ティモール
乗艦協力プログラム
（2023年8月）

⚫ ＡＳＥＡＮと他の地域諸国、特に太平洋
島嶼国が連携する際、適切な場合に
日本が橋渡し役となり、地域間連携を
図ることでインド太平洋地域の安全と
安定に貢献。

⚫ ＡＳＥＡＮと日本と太平洋島嶼国は、
海洋安全保障、気候変動、災害対応等、
多くの関心事を共有。

⚫ これらの分野におけるＡＳＥＡＮ・日本・
太平洋島嶼国の間の連携の向上によって、
共通の課題により効果的に対処。


